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１．目 的

快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に支

えられた社会経済、ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要がある。

そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割を認識し、履行してい

くことが重要である。

現在、廃棄物処理施設の確保は非常に困難なものとなっており、とりわけ本町には、最

終処分場がなく、大阪湾広域臨海環境整備センタ－にて焼却灰の埋立処分を行い、不燃物

系については、御所市の民間事業所にて埋立処分を行っているが、廃棄物の処理を取り巻

く環境は極めて厳しい状況にある。

平成７年１２月に容器包装リサイクル法が施行され、平成１２年の通常国会では循環型

社会形成推進基本法が制定され、平成１３年４月には家電リサイクル法が施行されるとと

もに廃棄物処理法の改正、食品リサイクル法、建設リサイクル法、グリ－ン購入法の制定

等が行われ既存の容器包装リサイクル法や、家電リサイクル法と併せて、循環型社会の形

成に向けた取組を推進する制度的基盤が整備され、昨年の平成１８年６月１５日には容器

包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律の一部を改正する法律が公布され

たところである。

ごみゼロ型の地域社会を実現し、資源循環型への暮らしへと転換するには廃棄物の排出

を抑制しその上で一般廃棄物の中で大きな割合を占める容器包装廃棄物について、事業者、

消費者、地方公共団体の適切な役割分担のもとに、容器包装廃棄物に関するリサイクルへ

の取組は極めて重要である。

本町では「循環型社会」の必要性を十分認識するとともに、将来を見通した一般廃棄物

の適正処理を念頭に置き、平成９年４月からペットボトル類の分別収集を実施し、再資源

化への推進に努め、平成１０年７月に「三郷町廃棄物減量等推進審議会」を発足させ、廃

棄物減量化への取り組みをより強固に押し進め、平成１１年６月よりはアルミ缶、白色ト

レ－の分別収集を行い、平成１３年４月からはガラスビン類の分別収集にも取組み再資源

化に努めている。



２．基本方針

長期基本構想・総合基本計画に謳う「共に いきいき やさしさとぬくもり広がるまち

三郷」を将来に渡り町民に提供するため、従来の廃棄物処理システムを転換し、新たな資

源循環型社会の実現を目指して、以下に示す基本方針のもとに本計画を策定する。

（１）町民、事業者、行政が一体となった廃棄物排出抑制

（２）町民、事業者、行政が一体となったリサイクル型の分別収集

体系の整備

（３）資源化が可能な容器包装廃棄物については、資源化に向けて積極的に

分別収集体制を組む。

３．計画期間

本計画の計画期間は平成２０年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。

４．対象品目

スチ－ル缶容器包装 平成 ３年４月実施

飲料用紙製容器包装 平成 ５年４月実施

紙製容器包装（段ボ－ル、その他の紙製容器包装）

平成 ５年４月実施

プラスチック製容器包装（ペットボトル、飲料及びしょうゆ）

平成 ９年４月実施

アルミニウム製容器包装（アルミ缶） 平成１１年６月実施

プラスチック製容器包装（白色トレ－） 平成１１年６月実施

ガラス製容器（透明、茶、その他） 平成１３年４月実施

※ 主務大臣が定める、ペットボトルに充てんされる商品（ みりん風調味料」「

「食酢 「調味酢 「しょうゆ加工品 「ドレッシングタイプ調味料」等のペット」 」 」

ボトル）については、２５年度以降の計画としているが、実施体制が整い次第

実施することとする。



５．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み

（法第８条第２項第１号）

◎容器包装廃棄物の排出量の見込み （単位：ｔ／年）

年 度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

容器包装廃棄物排出量見込 1,164 1,156 1,144 1,149 1,156

６.容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項

（法第８条第２項第２号）

容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。尚、分別収集

の実施にあたっては町民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役割を分担し、相

互に協力連携をはかる。

（１）平成１０年７月発足の「三郷町廃棄物減量等推進審議会」により、一般廃棄物の

減量、リサイクルの推進、分別収集等を円滑に進めるため町民と行政のパイプ役

としての審議会とより強力に連携をすすめていく。

（２）町民に対する分別収集や排出抑制の啓発を町が毎月発行する「広報さんごう」や

毎年４月に配布している「わが家のごみカレンダー」の冊子等を通じて、マイバ

ッグ（買い物袋）普及啓発にもつとめている。

（３）学校教育での啓発として小学校４年生では授業の一環としてごみ問題を取り上げ

ており 「三郷町のごみは今」といったタイトルの副読本を作成し、早くから利用、、

活用しており、合わせて清掃センタ－見学時にはごみ問題についてのビデオ放映

等を行い意識の高揚に努めている。

７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装

廃棄物の収集に係る分別の区分

（法第８条第２項第３号）



平成５年４月より資源の有効利用を図り、環境美化やごみの減量化についての住民意識

の向上のため、自治会、子供会、婦人会、老人会等の各種団体を対象に新聞、雑誌、段ボ

－ル、古布、アルミ缶等の資源ごみの回収に対し「再生資源集団回収奨励金制度」を導入

し、ごみの減量化リサイクル化を進めている。

分別収集する容器包装廃棄物の区分、種類及び分別の種類並びに実施時期は表７－１、

表７－２に示すとおりである。

表７－１ 容器包装廃棄物の区分、種類及び分別の種類

分別の種類容器包装廃棄物

分別収集する容器包装廃棄物の種類 の種類 町民が分け種類)(

主として鋼製の容器包装 スチ－ル缶

主としてアルミニウム製の 缶

容器包装 アルミ缶

主として 茶色のガラス製容器

ビン類ガラス製

ガラス製 無色透明の 〃

の容器 その他の 〃

飲料及びしょう

ペットボトル主としてプラスチック製の ゆ充てん用容器

容器包装 その他

プラスチック製 白色トレ－

容器

主として 飲料用紙製容器 紙パック 紙パック

段ボ－ル容器 段ボ－ル 段ボ－ル紙製の

その他の その他の

その他の容器 容器包装 容器包装容器包装



表７－２ 区分ごとの実施時期

分別収集する容器包装 容器包装廃棄物

廃棄物の区分 の種類 実施時期

主として鋼製の容器包装 スチ－ル缶 平成３年４月１日

より実施

主としてアルミニウム製

容器包装 アルミ缶 平成１１年６月１日

より実施

主として 茶色のガラス製容器 茶色ガラス

平成１３年４月１日

ガラス製 無色透明の 〃 無色透明ガラス

より実施

の容器

その他の 〃 その他ガラス

包装

飲料及しょうゆ 平成９年４月１日

主として 充てん用容器 より実施

(ペットボトル)

主務大臣が定めるもの（みりん風

容器包装 ･ ･ 平成２５年度以降調味料 食酢 しょうゆ加工品な

）ど

(ペットボトル)

プラスチック製

容器包装 平成１１年６月１日

(白色トレ－) より実施

飲料用紙製容器 紙パック 平成５年度より実施

主として

紙製の 段ボ－ル容器 段ボ－ル 平成５年度より実施

容器包装

その他容器 その他の容器 平成５年度より実施

包装



８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの

量及び第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

（法第８条第２項第４号）

年度 年度 年度 年度 年度20 21 22 23 24

92t 92t 91t 91t 92t主として 製の容器ｽﾁ-ﾙ

ｱﾙﾐ １０t １０t １０t １０t １０t主として 製の容器

３１ｔ ３１ｔ ３０t ３０t ３１t

引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量無色のガラス製容器

・ ３１t ３１t ３０t ３０t ３１t

２１ｔ ２１ｔ ２１ｔ ２１ｔ ２１ｔ

引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量茶色のガラス製容器

２１ｔ ２１t ２１t ２１ｔ ２１ｔ

３０ｔ ３０ｔ ３０ｔ ３０ｔ ３０ｔ

引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量その他の色のガラス

製容器 ３０ｔ ３０t ３０t ３０ｔ ３０ｔ

主として紙製の容器であって

飲料を充てんするためのもの

( ｱﾙﾐﾆｩﾑ ４t ４t ４t ４t ４t原材料として

)が利用されているものを除く

ﾎﾞ-ﾙ ４５t ４５t ４５t ４５t ４５t主として段 製の容器

783t 776t 769t 772t 776t

主として紙製の容器包装であって 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量

783t 776t 769t 772t 776t上記以外のもの

ﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚ-ﾄ主としてポ

(PET) 18t 18t 17t 18t 18t製の容器であって飲料又は

しょうゆその他主務大臣が定める商品を 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量

18t 18t 17t 18t 18t充てんするためのもの

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 2t 2t 2t 2t 2t主として 製の容器包装で

あって上記以外のもの 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量

2t 2t 2t 2t 2t

( 2t 2t 2t 2t 2tうち白色トレイ)

引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量 引渡量 独自処理量

2t 2t 2t 2t 2t



※ 独自処理するものについては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第

４条に基づき、民間事業所等に委託を行っている。尚、委託先の管轄市町村に

対しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第４条第９項の規定によ

り通知している。

９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量

及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物

の量の見込みの算定方法

人 口 変 動

大阪都心までＪＲ大和路線で約２０分という便利な位置にあり、昭和４０年代からは大阪都心

圏の住宅地として人口増加を続け、年間２００人の転入時期もありましたが平成２年（１９９０

年）頃から人口増加傾向も落ち着き平成１２年（２０００年）の２３，５５１人をピ－クとして

年々減少傾向となり、平成１６年では２２，９７２人とピ－ク時に比べ約５８０人もの減少を見

せている。

その後も急激な増減はなく平成１８年では２３，０９３人となり現在に至っている。

尚、平成１８年５月に、平成１９年～平成２８年の１０ケ年を見据えた 「三郷町長期基本構想、

（第４次 」が作成され、この中で町の人口を「平成２２年＝２２，６００人」と想定しており、）

この人口数値を基本として人口変動数とした。

人口推移表

１２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年

23,551 人 23,490 人 23,215 人 23,107 人 22,972 人 23,036 人 23,093 人

１９年

23,198 人

※ 平成１２年度ピ－ク時２３，５５１人に対し、１３年度～１６年度の４年間で年間平均

１４５人の減少となり、逆に増加しだした１７年度～１９年度の３年間で年間平均８０人の

増加となっている。

基本計画における平成２２年度＝２２，６００人から逆算すると

１９年・２３，１９８人－２２年・２２，６００人＝減５９８人÷３ケ年＝減１９９．３人

≒２００人年間減

この試算から、平成２０年度～平成２２年度までは年間２００人の「減」としている。

但し、２２年度の「減」のピ－ク時に対し、２３年度からは増加傾向と見ているので、上記

の増加平均人数８０人を参考値として年間１００人の「増」と見て見込人口を算定している。



見込人口

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

２３，０００人 ２２，８００人 ２２，６００人 ２２，７００人 ２２，８００人

（対前年比） （対前年比） （対前年比） （対前年比） （対前年比）

９９.１５ % ９９.１３ % ９９.１２ % １００.４４ % １００.４４ %

再生資源集団回収

回 収 量

年度 回収量 t 増減量 t 実質人口 人 人口割量 kg/1 備 考人年

１２ ７２８ ２３，５５１ ３０．９１ 平均人口割

１３ ７５７ ２９ ２３，４９０ ３２．２２ ２３４．１６÷７

１４ ７４０ －１７ ２３，２１５ ３１．８７ ＝３３．４５

１５ ７０８ －３２ ２３，１０７ ３０．６４ 増加３ケ年平均

１６ ７９３ ８５ ２２，９７２ ３４．５２ １０８．５２÷３

１７ ８３０ ３７ ２３，０３６ ３６．０３ ＝３６．１７

人年１８ ８７７ ４７ ２３，０９３ ３７．９７ kg/1

見 込 量

年 度 見 込 人 口 １人平均年間収集 総収集見込量

人 見込量 kg/1 ･ kg人 年

２０ ２３，０００ × ３６．１７ ８３２，０００

２１ ２２，８００ × ３６．１７ ８２５，０００

２２ ２２，６００ × ３６．１７ ８１８，０００

２３ ２２，７００ × ３６．１７ ８２１，０００

２４ ２２，８００ × ３６．１７ ８２５，０００

集団回収内訳

年度 回収量 種 別 量 ｔ 割合率 ％ 備 考

紙パック ４ ０．５

１２ ７２８ 段ボ－ル ４０ ５．４

その他の紙類 ６８４ ９３．９

紙パック ４ ０．５

１３ ７５７ 段ボ－ル ４１ ５．４

その他の紙類 ７１２ ９４．０

紙パック ３ ０．４

１４ ７４０ 段ボ－ル ４４ ５．９

その他の紙類 ６９３ ９３．６



紙パック ３ ０．４

１５ ７０８ 段ボ－ル ３６ ５．０

その他の紙類 ６６９ ９４．４

紙パック ４ ０．５

１６ ７９３ 段ボ－ル ４１ ５．１

その他の紙類 ７４８ ９４．３

紙パック ４ ０．４

１７ ８３０ 段ボ－ル ４５ ５．４

その他の紙類 ７８１ ９４．０

紙パック ４ ０．４

１８ ８７７ 段ボ－ル ５０ ５．７

その他の紙類 ８２３ ９３．８

※ 割合率平均値

○紙パック

０．５＋０．５＋０．４＋０．４＋０．５＋０．４＋０．４＝３．１

３．１÷７＝０．４％

○段ボ－ル

５．７＋５．４＋５．１＋５．０＋５．９＋５．４＋５．４＝３７．９

３７．９÷７＝５．４

○その他の紙類

９３．８＋９４．０＋９４．３＋９４．４＋９３．６＋９３．９＋９４．０

＝６５８÷７＝９４％

集団回収種別見込量

年度 回収見込量 回収種別 割合率 ％ 種別量 ｔ 種別見込量 ｔ

紙パック ０．４ ３．３２ ４

２０ ８３２ 段ボ－ル ５．４ ４４．９２ ４５

その他の紙類 ９４．０ ７８２．０８ ７８３

紙パック ０．４ ３．３０ ４

２１ ８２５ 段ボ－ル ５．４ ４４．５５ ４５

その他の紙類 ９４．０ ７７５．５０ ７７６

紙パック ０．４ ３．２７ ４

２２ ８１８ 段ボ－ル ５．４ ４４．１７ ４５

その他の紙類 ９４．０ ７６８．９２ ７６９

紙パック ０．４ ３．２８ ４

２３ ８２１ 段ボ－ル ５．４ ４４．３３ ４５

その他の紙類 ９４．０ ７７１．７４ ７７２

紙パック ０．４ ３．３０ ４



２４ ８２５ 段ボ－ル ５．４ ４４．５５ ４５

その他の紙類 ９４．０ ７７５．５０ ７７６

一般廃棄物資源ごみ回収量

アルミ缶収集量

年度 収集量 t 増減量 t 実質人口 人 人口割量 kg/1 備 考人年

１２ １２ ２３，５５１ ０．５０

１３ １７ ５ ２３，４９０ ０．７２ 人口割平均

１４ １０ －７ ２３，２１５ ０．４３ ３．０１÷７

１５ ６ －４ ２３，１０７ ０．２５ ＝０．４３

人年１６ １０ ４ ２２，９７２ ０．４３ kg/1

１７ ７ －３ ２３，０３６ ０．３０

１８ ９ ２ ２３，０９３ ０．３８

見 込 量

年 度 見 込 人 口 １人平均年間収集見込量 総収集見込量

人 kg/1 ･ kg人 年

２０ ２３，０００ × ０．４３ ９，８９０

２１ ２２，８００ × ０．４３ ９，８０４

２２ ２２，６００ × ０．４３ ９，７１８

２３ ２２，７００ × ０．４３ ９，７６１

２４ ２２，８００ × ０．４３ ９，８０４

ぺットボトル収集量

年度 収集量 t 増減量 t 実質人口 人 人口割量 kg/1 備 考人年

１２ １６ ２３，５５１ ０．６７

１３ １５ －１ ２３，４９０ ０．６３ 人口割平均

１４ １７ ２ ２３，２１５ ０．７３ ５．４０÷７

１５ ２２ ５ ２３，１０７ ０．９５ ＝０．７７

人年１６ ２３ １ ２２，９７２ １．００ kg/1

１７ １３ －１０ ２３，０３６ ０．５６

１８ ２０ ７ ２３，０９３ ０．８６

見 込 量

年 度 見 込 人 口 １人平均年間収集見込量 総収集見込量

人 kg/1 ･ kg人 年

２０ ２３，０００ × ０．７７ １７，７１０

２１ ２２，８００ × ０．７７ １７，５５６

２２ ２２，６００ × ０．７７ １７，４０２

２３ ２２，７００ × ０．７７ １７，４７９



２４ ２２，８００ × ０．７７ １７，５５６

白色トレ－収集量

年度 収集量 t 増減量 t 実質人口 人 人口割量 kg/1 備 考人年

１２ １．６ ２３，５５１ ０．０６

１３ ３．０ １．４ ２３，４９０ ０．１２ 人口割平均

１４ １．７ －１．３ ２３，２１５ ０．０７ ０．５０÷７

１５ １．９ ０．２ ２３，１０７ ０．０８ ＝０．０７

人年１６ １．６ －０．３ ２２，９７２ ０．０６ kg/1

１７ １．３ －０．３ ２３，０３６ ０．０５

１８ １．６ ０．３ ２３，０９３ ０．０６

見 込 量

年 度 見 込 人 口 １人平均年間収集見込量 総収集見込量

人 kg/1 ･ kg人 年

２０ ２３，０００ × ０．０７ １，６１０

２１ ２２，８００ × ０．０７ １，５９６

２２ ２２，６００ × ０．０７ １，５８２

２３ ２２，７００ × ０．０７ １，５８９

２４ ２２，８００ × ０．０７ １，５９６

ガラスビン類収集量

年度 収集量 ｔ 増減量 ｔ 実質人口・人 人口割り kg/1 備 考人年

ﾋﾞﾝ 22無色のガラス 類

13 74 ﾋﾞﾝ 19 23,490 3.15茶色のガラス 類

ﾋﾞﾝ 33その他ガラス 類

ﾋﾞﾝ 24 2無色のガラス 類

14 81 ﾋﾞﾝ 20 1 7 23,215 3.48 人口割平均茶色のガラス 類

ﾋﾞﾝ 37 4 21.49÷6その他ガラス 類

ﾋﾞﾝ 23 -1 =3.58無色のガラス 類

茶色のガラス 類 人年15 82 ﾋﾞﾝ 20 0 1 23,107 3.54 kg/1

ﾋﾞﾝ 39 2その他ガラス 類

ﾋﾞﾝ 35 12無色のガラス 類

16 87 ﾋﾞﾝ 23 3 5 22,972 3.78茶色のガラス 類

ﾋﾞﾝ 29 -10その他ガラス 類

ﾋﾞﾝ 43 8無色のガラス 類

17 89 ﾋﾞﾝ 24 1 2 23,036 3.86茶色のガラス 類

ﾋﾞﾝ 22 -7その他ガラス 類

ﾋﾞﾝ 41 -2無色のガラス 類

18 85 ﾋﾞﾝ 23 -1 -4 23,093 3.68茶色のガラス 類

ﾋﾞﾝ 21 -1その他ガラス 類



※ 振 分 率

無色のガラスビン ２９．７２％ ≒３０％

１３年度 茶色のガラスビン ２５．６７％ ≒２５％

その他のガラスビン ４４．５９％ ≒４５％

無色のガラスビン ２９．６２％ ≒３０％

１４年度 茶色のガラスビン ２４．６９％ ≒２５％

その他のガラスビン ４５．６７％ ≒４５％

無色のガラスビン ２８．０４％ ≒２８％

１５年度 茶色のガラスビン ２４．３９％ ≒２４％

その他のガラスビン ４７．５６％ ≒４８％

無色のガラスビン ４０．２２％ ≒４０％

１６年度 茶色のガラスビン ２６．４３％ ≒２７％

その他のガラスビン ３３．３３％ ≒３３％

無色のガラスビン ４８．３１％ ≒４８％

１７年度 茶色のガラスビン ２６．９６％ ≒２７％

その他のガラスビン ２４．７１％ ≒２５％

無色のガラスビン ４８．２３％ ≒４８％

１８年度 茶色のガラスビン ２７．０５％ ≒２７％

その他のガラスビン ２４．７０％ ≒２５％

無色のガラスビン類

３０＋３０＋２８＋４０＋４８＋４８＝２２４÷６＝３７．３３ ≒３７％

茶色のガラスビン類

２５＋２５＋２４＋２７＋２７＋２７＝１５５÷６＝２５．８３ ≒２６％

その他のガラスビン類

４５＋４５＋４８＋３３＋２５＋２５＝２２１÷６＝３６．８３ ≒３７％

尚、見込量については総排出量に対して上記の各種ガラスビン類の割合率を基に見込

計算としている。



見 込 量

１人平均年間 ガラス製容器

年 度 見込人口 収集見込量 包装 ｔ 総収集見込量

人 kg/1 ･ 種類別 量 ｋｇ人 年

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 31無色の 類

２０ ２３，０００ ×３．５８ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 21 ８２，０００茶色の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30その他の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 31無色の 類

２１ ２２，８００ ×３．５８ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 21 ８２，０００茶色の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30その他の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30無色の 類

２２ ２２，６００ ×３．５８ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 21 ８１，０００茶色の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30その他の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30無色の 類

２３ ２２，７００ ×３．５８ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 21 ８１，０００茶色の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30その他の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 31無色の 類

２４ ２２，８００ ×３．５８ ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 21 ８２，０００茶色の 類

ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ 30その他の 類

スチ－ル缶

年 度 収 集 量 増 減 量 実 質 人 口 人 口 割 量 備 考

人 年ｔ ｔ 人 kg/１ ･

１３ １２２ ２３，４９０ ５.１９ 年間１人当

１４ １０１ －２１ ２３，２１５ ４.３５ 平均排出量

１５ ８７ －１４ ２３，１０７ ３.７６ ２４.０５÷

１６ ９３ ６ ２２，９７２ ４.０４ ６＝４.０１

人 年１７ ７３ －２０ ２３，０３６ ３.１６ kg/１ ･

１８ ８２ ９ ２３，０９３ ３.５５

スチ－ル缶回収見込量

年 度 見 込 人 口 １人平均年間収集見込量

人 kg/1 ･ 総収集見込量人 年

２０ ２３，０００ ９２，２３０≒９２ｔ

２１ ２２，８００ ９１，４２８≒９２ｔ

２２ ２２，６００ ×４．０１ ９０，６２６≒９１ｔ

２３ ２２，７００ ９１，０２７≒９１ｔ

２４ ２２，８００ ９１，４２８≒９２ｔ



容器包装廃棄物回収見込量

再生資源集 一般廃棄物資源ごみ回収見込量 ｔ スチ－ル缶 総回収

年度 団回収見込 ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ｱﾙﾐ ﾄﾚ- 回収見込量 見込量 ｔ類 缶 白色

２０ ８３２ｔ ８２ １８ １０ ２ ９２ ｔ １，０３６

２１ ８２５ｔ ８２ １８ １０ ２ ９２ ｔ １，０２９

２２ ８１８ｔ ８１ １７ １０ ２ ９１ ｔ １，０１９

２３ ８２１ｔ ８１ １８ １０ ２ ９１ ｔ １，０２３

２４ ８２５ｔ ８２ １８ １０ ２ ９２ ｔ １，０２９

１０．分別収集を実施する者に関する基本的な事項

（法第８条第２項第５号）

町直営の分別収集については、現行の収集体制を持って行う。

尚、紙パック、新聞、古布、週刊誌、段ボ－ル等についての資源物については、町内

、の自治会、婦人会、子供会、老人会等で、集団回収されており加えて１６年度からは

アルミ缶等も集団回収の種類に加えられ、引き続きこれらの団体が分別収集を実施す

ることとする。

分別収集するものの実施主体は表１０－１のとおりである。

表１０－１ 分別収集するものの実施主体

分別の種類

種 類 (町民が分ける種類) 回収運搬 選別保管

スチ－ル缶 町による 町ストック

アルミ缶 缶 定期回収 ヤード

集団回収 民 間

茶色ガラス びん（茶色）

町による 民 間無色透明ガラス 無色透明のびん

定期回収その他のガラス その他のびん

飲料及び

しょうゆ ＰＥＴボトル 町・専用

充てん用容器 町による

定期回収 ストック

その他



プラスチック製 白色トレ－ ヤ－ド

容器包装

紙パック 紙パック

各種団体に 民 間

段ボ－ル 段ボ－ル よる集団回収

その他容器包装 その他の紙

※ スチ－ル缶については、アルミ缶と混合袋にて資源ごみとして排出されているが

アルミ缶磁力選別機にてアルミ缶とスチ－ル缶とを分別し、スチ－ル缶を破砕機用

プレス機にて圧縮減容し、資源ごみとしている。

１１．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項

（第８条第２項第６号）

（１）資源化設備（清掃センタ－内に設置）

ペットボトル減容器（８ｔ／５ｈ）

アルミ缶圧縮減用機（１、２ｔ／６ｈ）

（磁力選別機有り）

破砕機用缶プレス（スチ－ル缶・３、６ｔ／６ｈ）

（２）ストックヤ－ド

数 ２

規 模 有効敷地面積 建 家

１０，６３１㎡ ２００㎡

内 容 ＰＥＴボトル びん類（３色）

稼働日 平成９年４月 平成１３年４月

規 模 有効敷地面積 建 家

１０，６３１㎡ ２，１１４㎡



内 容 アルミ缶 白色トレイ

稼働日 平成１１年６月 平成１１年６月

（３）収集ステ－ション

数 ９００ケ所（約１０世帯に１ケ所）

場 所 公園入口、空き地、道路沿い等

内 容 資源ごみ、可燃ごみ、不燃ごみ、のステ－ションを

兼ねている。

（４）資源回収車、作業車、広報車等

ａ．ＰＥＴボトル、アルミ缶、白色トレ－専用ダンプ車

２ｔ車 １台

ｂ．びん、スチ－ル缶回収プレス車（可燃、不燃ごみ等収集運搬を兼ねる ）。

３ｔ車 ３台・２ｔ車 １台

ｃ．広報車

普通自動車 １台

ｄ．その他資源回収車（不燃ごみ等収集運搬を兼ねる ）。

２ｔダンプ車 １台

８５０㎏ダンプ車 ２台

（５）今後の施設の整備

分別の種類に応じて施設、設備等の整備が必要である。又、２５年度以降町直

営収集の計画としている紙製容器包装等についても、飲料用紙製容器、段ボ－ル

容器、その他の紙製容器などの３種類別の保管施設等の整備が必要となる。

１２．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

（法第８条第２項第７号）

平成５年４月に資源の有効利用を図り、自治会、子供会、婦人会、老人会等の各種団

体を通じて、新聞、雑誌、段ボ－ル等、資源ごみとして回収し、平成１６年からはアル

ミ缶等も集団回収資源ごみとして回収し、回収量に対する助成金を各種団体に交付し、

リサイクルの意識を高めている。



平成７年６月「容器包装リサイクル法」が制定され、又、平成１３年４月には「家電リ

サイクル法」が施行され、消費者、市町村、事業者の役割分担を位置づけ、リサイクル

（再資源化）の促進やごみの減量化を図ることを指示されました。

ごみの問題は、大きな社会問題ともなり、報道を通じて国民の環境意識も日々高くなっ

てきております。

三郷町では、このような状況を考慮し資源物の分別収集を平成９年４月にペットボトル

の収集リサイクルを開始し平成１１年６月から白色トレ－、アルミ缶を収集しリサイクル

を行い、平成１３年４月よりは、びんの容器包装分別収集を行い 「家電リサイクル法」、

の施行に伴う冷蔵庫、洗濯機、テレビ、エアコン、冷凍庫の５家電のリサイクル指定商品

の町引き取りを行い事業所指定の集積場所に搬送している。

又、各種団体に助成金を交付し、資源物のリサイクルへの意識高揚を図っている、紙製

容器包装等の集団回収についても２５年度以降、町直接収集を計画しているが、実施時に

おいては過去の実績協力状況等も踏まえて各種団体と連携を密に取りつつ施行すべきであ

る。尚、平成１８年１２月１日公布「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関

する法律施行規則の改正」により主務大臣の定めたる、みりん風調味料・食酢・調味酢・

しょうゆ加工品・ドレッシングタイプ調味料等のペットボトルの分別収集等については、

住民への啓発手段、方法等が確立されていないため早急に検討し、２５年以降の予定とし

ているが啓発体制等が整い次第実施することとする。


